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木　村　真　人
1、序
　武満徹（1930–1996）作曲《NOVEMBER STEPS》（1967年作曲、初演）は尺八と琵琶という
2つの邦楽器を独奏楽器とした、彼の代表的な管弦楽作品の一つである。自身が《NOVEMBER 
STEPS》と最初に出会った時に、その創造性に新鮮な驚きと困惑をした覚えがあるが、その後、管
弦楽作品の作曲に対して試行錯誤してきた経験を得た上で、改めて《NOVEMBER STEPS》と向き
合い、その管弦楽における音楽的特性を客観化し、解釈したいという思いに至った。
　多様な音色やテクスチュアを生み出せる管弦楽は作曲家にとって最も創造性を刺激する媒体であ
り、管弦楽によってのみ生み出せる響きの形象は限りないように思われる。また、管弦楽は幅広く
柔軟な音響表現能力を有するため、管弦楽作品には、それを書いた作曲家の作曲技術の熟練度や、
その作曲家固有の感性、知性、美学、哲学、総じて音楽性が直接的に反映されやすい。現代におい
ても、管弦楽作品は音楽創作の中で依然として重要な位置にあるため、作曲家にとって管弦楽の作
曲に関する知識や技術の拡張は重要な関心の一つといえよう。
　《NOVEMBER STEPS》は西洋音楽の古典的な管弦楽作品とは異なり、音の形象が非発展性、曖
昧性、弱質性などに満ちた、負の領域の属性を主体としているように思われる。このような音楽の
在り方を「陰性の音響空間」として定め、《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における音楽的特性を
研究することにより、どのように陰性の音響空間が形成されているかを明らかにしよう。
2、研究対象
　本論における研究対象は《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における音楽的特性に限定される。具
体的な研究対象としては、管弦楽の音響のテクスチュア、すなわち響きの様々な形象を中心とした
考察の他に、2群の楽器配置による効果、低音の用法についても触れる。研究対象外の要素としては、
2つの独奏楽器である尺八と琵琶に関するものや、旋律、和声、律動といった古典的な音楽の三要
素に関わる詳細な分析、その他、速度やダイナミクスなどの上記研究対象以外のものがこれにあたる。
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3、先行研究の状況
　《NOVEMBER STEPS》には、いくつかの先行研究がある。その中での代表的な研究は楢崎洋
子の『武満徹と三善晃の作曲様式　無調性と音群作法をめぐって』（楢崎 1994）であろう。その
中で楢崎は《NOVEMBER STEPS》に用いられる特徴的な様式を項目ごとに説明している。例え
ば、音高については主に短 2度や同一音高を中心に扱い、テクスチュアに関しては《NOVEMBER 
STEPS》における主要なテクスチュアは中心音高を核としたトーン・クラスターの形態変化である
と指摘し、また、テンポの遅い箇所・速い箇所はそれぞれ、テクスチュアの密度の低い箇所・高
い箇所に対応していることなど、様々な角度から詳細な分析がされている。特に《NOVEMBER 
STEPS》のテクスチュアをトーン・クラスターという観点から言及している点が興味深い。
　ピータ ・ーバート Peter Burtの『武満徹の音楽』（バート 2006）の中で目を引くのが《NOVEMBER 
STEPS》の部分的な和声分析である。バートは《NOVEMBER STEPS》は無調であるというより全
般的に「汎
パントーナル
調性」であると指摘し、曲中に現れる金管楽器の簡明な和声を例に挙げ説明している。
一方、それと同時に半音階的、または半音よりも狭い微分音的な響きを用いたクラスターの用法も
指摘している。また、わずかではあるが、同時期に書かれた《グリーン》（1967）との比較を行い、
響きの関連性について述べている。
　山内雅弘の「武満徹の管弦楽法について」（山内 1998）は武満の管弦楽作品を包括的な視点で研
究対象として扱い、楽器ごとに武満の管弦楽法の特性を明らかにしようと試みている点が特徴で
ある。その中で《NOVEMBER STEPS》については、細分化された弦楽器群、トランペットの用法、
また管弦楽の空間配置について述べているが、あくまで部分的な言及にとどまっているようだ。
　濵本恵康は「武満　徹作品と「日本的な音楽」との関係についての一考察――邦楽器を使用した
作品を中心に」（濵本 2006）の中で、邦楽器を用いた作品の一つとして《NOVEMBER STEPS》を
取り上げている。その中で《NOVEMBER STEPS》は従来の西洋音楽の旋律や形式をもとに創作さ
れた邦楽や、民謡などの日本的な音楽素材を取り入れた西洋音楽と異なる創作姿勢を示していると
しつつ、新しい時間性、音色、音響空間を求めていく《NOVEMBER STEPS》に対して、邦楽器の
必要性に疑問を提示している。
　以上、主な先行研究の状況を紹介してきたが、《NOVEMBER STEPS》の作曲技法をトーン・ク
ラスターの柔軟な形態変化であるとする楢崎の研究が詳細なものとして挙げられ、それ以外の研究
は和声、管弦楽法などに焦点を当てたものがあるが、部分的な言及にとどまっているようだ。
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4、《NOVEMBER STEPS》の捉え方の多様性
　この章では《NOVEMBER STEPS》について書かれた様々な文章を引用し、その捉え方の多様性
について言及したい。楢崎は次のように述べている。
　琵琶、尺八をオーケストラ作品にはじめて使った《ノヴェンバ ・ーステップス》（一九六七）
について武満は、琵琶と尺八と、オーケストラの異質さを並置した旨の意図を語っている。
しかし実際には、オーケストラのトーン・クラスターを通して、オーケストラと、琵琶、尺
八とは違和感のない関係となっている。《ノヴェンバー・ステップス》のオーケストラは、
奏者一人の単位にまで分けられ、それぞれが独立して動くことで大量の音がいっせいに鳴る
音群と化したり、あるいは大量の音に分岐したパートが一つの音に収束したりする。あるい
は奏者間で入りのタイミングを細かくずらすことで、奏者間で音がすばやくリレーされるよ
うな効果を生じたりする。ここにみられるオーケストラの響きの生成は、尺八の音を通り抜
ける息の迫力としなやかさに呼応している。ハープや弦楽器の、弦やボディを打つ奏法は、
琵琶のばち音がオーケストラに波及していくかのようである。この作品では、琵琶、尺八が、
その音の特性をうすめることなくオーケストラと交感している。（楢崎 2000: 100）
　先行研究の状況でも述べたが、楢崎は《NOVEMBER STEPS》についてトーン・クラスターを中
心とした作曲技法を用いていると捉えており、トーン・クラスターが拡散、収束することにより様々
な響きの形象を生み出していると考えているようだ。また、音の入りのタイミングをずらすことに
よる、奏者間の音の受け渡しの効果や、尺八、琵琶、双方の邦楽器と管弦楽の響きが交感している
ことも指摘している。次に作曲家の細川俊夫は次のように述べている。
　武満の音楽は、歌うメロディーが主体になった音楽である。……中期のもっとも前衛的な
作風に聴こえる《ノヴェンバー・ステップス》や《ジェモー》のような作品にまで、小さな
歌を集積させて音楽を生み出していく方法は変化することがなかった。（細川 2000: 38）
　細川は《NOVEMBER STEPS》の根底にあるものは「歌」と捉えているようだ。《NOVEMBER 
STEPS》のような前衛的な音楽でさえも、小さな歌の集積であると指摘する視座は楢崎とは対照的
でもあり、作曲家の観点として興味深い。同じく作曲家の佐藤聰明は次のように述べている。
　……《ノヴェンバー・ステップス》という文字通りの傑作が生み出されるが、尺八と琵琶
という邦楽器を含んだことにより、この作品の持つ本当の価値が、やや薄れてしまったよう
に思える。《ノヴェンバー・ステップス》の斬新さは、ひとえにオーケストラの書法にある
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と言ってよい。光と闇の交合と、陰陽の産
むすび
霊、重なる時の淵が微妙につきあわされ、交差す
る次元の濃淡をうつろい、父母未だ生れざる以前の、生命の沃野を吹き渡る風のように、そ
れは感じられ、そして響く。（佐藤 2006: 142–143）
　佐藤は《NOVEMBER STEPS》における邦楽器の使用にやや否定的であり、邦楽器ではなく、管
弦楽そのものの書法に《NOVEMBER STEPS》の真の価値があると指摘する。その後に、佐藤独自
の霊妙な語り口で《NOVEMBER STEPS》の管弦楽法を捉えている。一方、海外の研究者の言葉も
引用したい。ジュディス・アン・ハード Judith Ann Herdは次のように述べている。
　音楽の線が行方の定まらない音の雲となって空間を漂う時、おびただしい数の音の線とヘ
テロフォニック風の質感が、オーケストラの一つの色彩の切り立ったかたまりとなる。音を
空間に自由に漂わせるというこの扱いは、雅楽を彷彿させる。……《ノヴェンバー・ステッ
プス》にはドビュッシーからメシアンに至るフランスのオーケストラ作品の伝統的ニュアン
スも見出すことができる。これら全ての要素を使って、武満さんは彼独自の「空想の風景」
を作った。それは西洋の設定の中に置かれた、極めて日本的なる音、イメージ、情感の記憶
である。
　一九六七年以降、すべての作品を特徴づけている武満さんの「空想の風景」は《ノヴェン
バー・ステップス》にはっきり見られる。この管弦楽作品は基本的には、音の雲という背景
幕の上に描かれた、くっきり、生き生きとした多くの色彩による絵である。（ハード 2000: 
90–91）
　ハードは《NOVEMBER STEPS》の管弦楽法を、音を自由に空間に漂わせる音の雲といった言葉
や、雅楽との親近性、フランスの伝統的な管弦楽法のスタイルを想起させるといったことなど、多
角的に捉えているようだ。それら全てを含め、「空想の風景」というキーワードを提示し、それが
《NOVEMBER STEPS》にはっきりと現れていると指摘している。最後に、バートの文章を引用する。
　楽譜ではあたかも邦楽器の音に「影響を受けた」かのように、独奏者の演奏のあとにだけ、
オーケストラのパートに微分音が現われる。このことは大いに示唆的だ。……それでもこの
2つの文化（東洋と西洋の文化）〔カッコ内は引用者による〕が同時に聞かれる、ほんのわ
ずかなパッセージがある。同時に演奏される 2つの別個の世界との間に、双方がコンタクト
をとりあう点をどうにか案出しようとした点は、きわめて重要だと思われる。
　2つの文化がコミュニケーションをとる方法の 1つは、音色である。……たとえば作品の
冒頭でハープ奏者に「コインを用いて、矢で記された方向に向かって弦をすばやく、そして
力強くグリッサンドする」指示があると、琵琶奏者には視覚的にハープに要求されたのと似
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た「バチの先で指定された弦をすばやく上から下へこする」指示がある。……このような音
色レヴェルにおける西と東が関連した個々の具体例は、この時期、武満が 2つの伝統から発
見した広大な哲学的な思想を上手に象徴化したものである。
　……独奏楽器とオーケストラが接触するもうひとつの方法は、あるパッセージの終わりを
次のパッセージの始まりと同じひとつの音（あるいはいくつかの音）によって関連をもたせ
るといった、武満が好む方法でなされている……ベースは、ダブル・ペダルを、たとえば
C#や D#に半音をつけて定期的に音色を「ぼやかして」不協和に響かせている。おそらく
この音色は、次に入ってくる尺八の波打つイントネーションや微分音的に変わる調子（たて
ゆり）を前もって示すよう意図しているのだろう。（バート 2006: 143–144）
　バートは主に《NOVEMBER STEPS》の邦楽器と管弦楽の関係性について書いている。例えば、
琵琶とハープにおける演奏の身振りに関する共通性や、邦楽器と管弦楽の響きの受け渡しによる、
双方の音世界の接触に関して言及している。
　以上、《NOVEMBER STEPS》について書かれた様々な文章を引用し、見解を述べてきた。共通
している点としては、楢崎とバートが指摘している通り、邦楽器と管弦楽の音色やパッセージに関
係性や交感が認められるという意見であろう。
　一方、それぞれの研究者や作曲家の独自の見解としては、「トーン・クラスター」の変化、小さな「歌」
の集積、「空想の風景」、というように様々な角度から《NOVEMBER STEPS》を捉え、多様な解釈
が存在しているようだ。
5、楽器編成
　ここでは《NOVEMBER STEPS》の楽器編成について触れておきたい。《NOVEMBER STEPS》は
通常の管弦楽の楽器編成とは異なり、使用されていない楽器がいくつかある。具体的に言えば、木
管楽器はフルートとファゴットが、金管楽器はホルンとチューバが使用されていない。この理由を
推察するならば、例えばフルートについては、尺八との響きの類似性を考慮し、尺八をより際立た
せるため、ファゴットについては後述する積極的な低音の回避を理由とするのではないか。ホルン
については管弦楽のどの楽器とも溶け合い、全体の響きを融和することが役割の一つであるが、む
しろホルンを欠くことによって生じる、バランスが崩れた融和しない管弦楽の響きを武満は想定し
ていたのだろう。チューバについてはファゴットと同様の理由によると考えられる。また、4つの
楽器が欠如している結果として当然、管弦楽の色彩性が弱められるという点も挙げておきたい。
　一方、管楽器以外の楽器（打楽器、ハープ、弦楽器）は左方（舞台下手）と右方（舞台上手）の
2群に分けられて配置されるが、これは 2つの独奏邦楽器と管弦楽が呼応する音響アイデアをより
具体的に提示するため、管弦楽を 2群に分けたものと推察できる。
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　以上のことから、従来の二管編成、三管編成といった、楽器が充足され、安定した管弦楽の標準
的編成を避け、《NOVEMBER STEPS》特有の響きが生み出せる編成と配置を武満は選択したとい
う点で、この楽器編成の決定は《NOVEMBER STEPS》の作曲に際して極めて重要な要素であると
いえるだろう。
6、構成分析
　ここでは《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における音楽的特性の説明の便宜のため、構成分析を
行おう。《NOVEMBER STEPS》は、その標題が示す通り 11の部分に分けられ、スコアにはそれぞ
れ 1から 11までの番号が付されている。しかし、1の番号は独奏邦楽器が初めて入ってくる箇所
から付せられており、冒頭から独奏邦楽器の導入直前までの、管弦楽の音響提示部には何故か番号
が付されていない。武満はこの冒頭部分をどのように捉えていたのだろうか。ここに《NOVEMBER 
STEPS》の音楽的特性が凝縮されていると仮定し、冒頭部分を 1の段として構成分析を行った結果
が以下である〔表１〕。
　部分の区切りの判断材料としては、休んでいた独奏楽器が導入するタイミングや、逆に独奏楽
器が休み、管弦楽のみの音響になるタイミングを構成の区切りとして重視し、11の部分に分けた1）。
上記の構成分析の結果、2、6、10の段は管弦楽が出現していないので本論では取り上げない。残
り 8つの段の管弦楽における音楽的特性を考察する。
〔表１〕《NOVEMBER STEPS》の構成分析
段数 開始 終了 概要
1の段 冒頭小節 24小節目 管弦楽の合奏①
2の段 24小節目の直後 25小節目の直前 尺八と琵琶による二重奏①
3の段 25小節目 27小節目の直前 尺八と琵琶と管弦楽の合奏①
4の段 27小節目 30小節目の直前 尺八と琵琶と管弦楽の合奏②
5の段 30小節目 35小節目 管弦楽の合奏②
6の段 35小節目の直後 36小節目 尺八と琵琶による二重奏②
7の段 37小節目 48小節目 管弦楽の合奏③
8の段 48小節目の直後 52小節目 尺八の独奏、尺八と管弦楽の合奏
9の段 52小節目の直後 56小節目 琵琶の独奏、尺八と琵琶と管弦楽の合奏③
10の段 56小節目の直後 57小節目の直前 尺八と琵琶による二重奏③（カデンツァ）
11の段 57小節目 最終小節 管弦楽の合奏④、尺八と琵琶と管弦楽の合奏④
1）本論では、それぞれの部分の名称は 1の段、2の段、というように呼ぶ。
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7、5 つの音響タイプ
7–1　5つの音響タイプの分類
　《NOVEMBER STEPS》の 1の段に注目すると、様々な響きの形象が断続的に空間を浮遊してい
ることが確認できる。この 1の段で管弦楽から以下の 5つの音響タイプを分類した〔表２〕。
　T1は響きの異なる和声の連
結が長く持続しながら、楽曲を
支える役割として機能するので
はなく、1個あるいは複数個の
和声の響きが浮かんでは消え
るような書法。1の段では 1小
節目に右方、2小節目に左方に、
弦楽器群に交互に提示されているものを始め〔譜例 T1–1〕2）、全曲の中では特に弦楽器群に頻出する。
　T2は音の導入のタイミングをずらしながら、響きが空間を推移していくような効果を生む書法。
3小節目の左方のヴァイオリンパートなどに確認できる〔譜例 T2–1〕。
　T3は細かく分割された音が密度の濃いポリフォニーを形成し、複雑な音像を描く書法。1の段
では 14小節目 3拍目からの管楽器群に見て取れる〔譜例 T3–1〕。
　T4は特にゴングとタムタムを中心とした金属系打楽器群の非リズム的な点描音響。楽器ごと、
奏者ごとにバチを変えて奏することで音色を操作し、立体的な空間を生み出す書法。1の段では 21
から 23小節目などに確認できる〔譜例 T4–1〕。
　T5は邦楽器の箏の響きを模倣したような、特殊奏法による噪音を含んだハープの書法。冒頭の
ホモフォンや 5小節目 3拍目の爪で奏する箇所、その他にも共鳴板の近くで奏するものなど、特に
21から 23小節目においては様々な音色を要求している〔譜例 T5–1〕。
7–2　1の段の分析
　それでは、上記の T1から T5の 5つの音響タイプを基に 1の段を分析してみよう。1の段は 3つ
の部分で構成される。冒頭の 2小節間は弦楽器群の T1が双方の群で呼応する形になっており〔譜
例 T1–1〕、3小節目からはまず左方のヴァイオリンにより T2が提示され〔譜例 T2–1〕、ヴィオ
ラ、チェロ、コントラバスの T1と重なるようにして、双方のヴァイオリン群が T2を左方から右方、
再び左方というように音数を減らしながら交互に提示し、響きが空間を推移する。5小節目 2拍目
から双方のヴァイオリンが T1を奏して区切りをつける。
〔表 2〕5 つの音響タイプの分類
音響タイプ 1（T1） 断片的な和音の明滅
音響タイプ 2（T2） 細分化されたパートによる響きの推移
音響タイプ 3（T3） 律動や音色が錯綜した微細なポリフォニー
音響タイプ 4（T4） 金属打楽器群の不揃いな点描
音響タイプ 5（T5） 噪音を伴うハープの箏のような音響
2）譜例集参照。また、本論は主に音響のテクスチュアに焦点を当てた研究であるため、ダイナミクスやボーイング、テンポ
の変化などの不必要と考えられる情報は、全ての譜例の中で省略している。
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　次の部分の 6小節目からは、ヴィオラ、チェロの静かな持続を挟んだ後に、9，10小節目には弦
楽器群に T1が提示されるが、11小節目からは双方のヴァイオリンに T2が導入され、12小節目で
は管弦楽が T1の複合的な音響体で区切りをつける。13、14小節目では余韻のように打楽器の T4、
ハープの T5が挿入される。
　最後の部分である 14小節目の 3拍目からは管楽器群の T3のみが提示され〔譜例 T3–1〕、その
音響が高まった後に、18小節目から双方のヴァイオリンの T1、ヴィオラ、チェロ、コントラバス
の T2が短く現れ、すぐに消える。21小節目からはコントラバスの響きの薄いハーモニクス奏法の
D音の持続を背景として、打楽器の T4〔譜例 T4–1〕とハープの T5〔譜例 T5–1〕が前景に提示さ
れる。
　以上、《NOVEMBER STEPS》の 1の段は 5つの音響タイプが主体となり、その響きが明滅しな
がら音響空間を形成していく特性を確認した。
8、5 つの音響タイプに基づいた分析
　《NOVEMBER STEPS》の 1の段は 5つの音響タイプが主体となり、その響きが明滅しながら音
響空間を形成していく特性が中心になっていることを前章で確認した。この章では《NOVEMBER 
STEPS》の全体はこの 5つの音響タイプを主体として構成されていると仮定し、管弦楽が登場しな
い 2、6、10の段以外の段の分析を行おう。
8–1　3の段の分析
　25小節目からの 3の段の開始は、双方の弦楽器群の大規模な T2から開始する。細かく分けられ
た声部による錯綜した律動と音色が、ヴァイオリンからヴィオラ、チェロ、コントラバスというよ
うに高音楽器から低音楽器へと受け渡される。また、この T2の末尾に重なるように、26小節目 3
拍目から打楽器の T4とハープの T5が付随する。
8–2　4の段の分析
　27小節目からの 4の段は打楽器の T4とハープの T5に、チェロとコントラバスの arcoとバルトー
ク・ピッツィカートの音響で開始する。このバルトーク・ピッツィカートは T4と T5に類似した
音色性を持つ。
　28小節目では T4と T5は引き継がれつつ〔譜例 T4–2〕〔譜例 T5–2〕、右方のヴァイオリンは 4
拍目から〔譜例 T2–1〕よりもやや縮小された響き〔譜例 T2–2〕を、音高を変えて奏する。
8–3　5の段の分析
　5の段の前半は 30小節目から開始し、2拍目からのオーボエとクラリネットの T3による導入が
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注意を引く。この音響は 5つの楽器が同じ律動で開始されるが、4拍目からオーボエの 5連符とク
ラリネットの 6連符が同時に響き、異なる楽器間による小さなずれを形成している。打楽器とハー
プは T4と T5を薄い密度で提示するが、あまり前景に出ることはない。一方、30小節目 5拍目か
らのトランペットとトロンボーンの T1、31小節目 2拍目からのヴィオラとチェロの T1は重なり
ながら交互に提示される。ここでの金管楽器群と弦楽器群は弱音器の使用とノン・ヴィブラート奏
法により音色、音質性を共有している。
　32小節目 4拍目からの後半はヴァイオリンによる T2が導入されるが〔譜例 T2–3〕、これはハー
モニクス奏法を中心として、声部が順番に入る書法を共通点とすることから、1の段 3小節目の左
方で提示された T2〔譜例 T2–1〕の変形と考えられよう。それ以外の響きについては、T4、T5に
関しては後半になっても控え目に提示され、トランペットとトロンボーンの T1は長い持続へと変
化し、また、34小節目 3拍目より、前半のヴィオラの代わりに後半ではコントラバスがチェロと
協働して T1を提示してこの段は終わる。
8–4　7の段の分析
　この段は 3つの部分で構成される。1つ目の部分である 37小節目からは、1拍目にフェルマータ
を置き、2拍目より弦楽器群の重厚な T1で開始する〔譜例 T1–2〕。ここでのハープはヴィオラや
弱音器付きのトランペットと音を重ねており、例外的に T5とは外れた古典的な用法になっている。
　2つ目の部分は 39小節目 2拍目からのクラリネットの導入をきっかけとして、40小節目から木
管楽器群の T3〔譜例 T3–2〕が提示される。この高音域のやや緩い動きの響きは、5の段 30小節
目 2拍目からに提示された木管楽器群の急速な動きとは対照的である。一方、弦楽器群は、41小
節目から 43小節目にかけて、細分化されたヴァイオリンの T2が右方から左方、再び右方という
ように空間を推移する。そして、その音響にヴィオラ、チェロ、コントラバスの T1が重なり合う
形をとる。最後に双方のヴァイオリンは句読点を打つように T1を提示して終わる。なお、弦楽器
群のこの一連の音響の流れは、1の段の 3小節目から 5小節目の弦楽器群の流れを、右方と左方を
逆にして提示したものである。
　3つ目の部分の開始は 44小節目からであり、管楽器群の T1とハープの T5を橋渡しとして、45
小節目からも引き続きハープの T5が持続する。46小節目 3拍目からの右方のチェロの微分音を含
んだ T3〔譜例 T3–3〕に重なるように、その他の弦楽器群は T2の静止的な音響を提示する。
8–5　8の段の分析
　8の段は尺八の独奏から開始し、49小節目から管弦楽が導入される。この段の管弦楽が比較的薄
く書かれているのは、尺八の音を聴こえさせるための配慮であろうと想像できる。ハープの断片的
な響きが多少含まれるが、ここでは主に 50小節目 4拍目からの弦楽器群の T1〔譜例 T1–3〕が左
方から右方へと移行し、最後に 51小節目 3拍目から双方のチェロとコントラバスの T1が同時に
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入り、立体的に構成されている。
8–6　9の段の分析
　9の段は琵琶の独奏から開始し、53小節目から管弦楽が導入され、8の段と呼応するような関係
になっている。ここでも 8の段と同じく主体となるのは T1であり、54小節目から木管、金管、弦
楽器群全てが T1に収束することが特徴的な段である。一方、打楽器は T4〔譜例 T4–3〕、ハープ
は T5〔譜例 T5–3〕をそれぞれ提示し、その他の楽器群との対照が認められる。
8–7　11の段の分析
　尺八と琵琶の長いカデンツァを経た後に、最後の 11の段が開始される。ここでの導入は打楽器
の T4とハープの T5のみである。60小節目 1拍目より金管楽器群、61小節目 1拍目より弦楽器群
の T1が静かに入り、64小節目 3拍目からは冒頭小節の響きに類似した T1が双方のヴァイオリン
とヴィオラに提示される。65小節目 1拍目でコントラバスが T1を奏した後は、弦楽器群はハーモ
ニクスの響きを余韻のように残して消えていく。
　68小節目より尺八が入ってから、管弦楽は 2小節の休止を経た後に、最終小節 3拍目からにお
いて左方のチェロは T1、双方のコントラバスは T3を提示しつつ、打楽器とハープもそれに加わり、
曲は終わる。
　以上、5つの音響タイプを基に《NOVEMBER STEPS》の管弦楽部分の分析を行った。7の段直
前のヴァイオリンによる最高音から下降する動きのように、5つの音響タイプに該当し難い形象も
認められるが、曲中のほとんどの管弦楽の響きが 5つの音響タイプのいずれかに属することが明ら
かになった。また、《NOVEMBER STEPS》の響きの在り方は時間の進行の中で発展、展開してい
く性格のものではなく、5つの音響タイプがオブジェ風に立ち上っては消えていく特性を有するこ
とも指摘したい。
9、空間配置
　この章では《NOVEMBER STEPS》の 2群に分けられた管弦楽の空間配置の効果について検証し
よう。《NOVEMBER STEPS》における管弦楽の配置は、木管楽器群が舞台中央後方に、金管楽器
群はさらに後方に配置される以外、打楽器、ハープ、弦楽器群は舞台左右に分けて配置される。こ
の配置により 2つの独奏楽器に対応した音場を形成できると同時に、ステレオ的な音響効果が獲得
できよう。
　この 2群の配置を生かした音響効果として、同じ性格を有しながらも律動や音高などが異なる響
きを同時に提示していく手法が多く見られる。例えば、1の段 4小節目 3拍目からの弦楽器群の響
きにおいては、最初に右方のヴァイオリンが第一奏者から順に 32分音符でハーモニクスの細かい
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パッセージを奏する。それに対して左方のヴァイオリンは 4小節目 4拍目より、第四奏者から順に
16分音符の三連符でハーモニクスの細かいパッセージを奏する。また、5小節目 2拍目からにおい
ては、右方の弦楽器群は 32分音符の三連符で、左方の弦楽器群は通常の 32分音符でパッセージを
奏する。
　このように、同じ性格でありながら、左右それぞれの楽器群の律動や音高などに微妙なずれを付
与しながら同時に響きを提示していく用法が曲中に多く確認できる。特に弦楽器群においては、響
きにずれを付与することで輪郭をぼかしていく手法が全曲を通して散見される。もちろん 2群に分
けられた打楽器、ハープにおいても同様にこの手法が現れている。例えば、13、14小節目、及び
21から 23小節目にかけての打楽器の響きや、7小節目から 14小節目にかけてのハープの響きがそ
れにあたる。
　以上、2群に分けられた管弦楽の空間配置の効果について考察してきた。その結果、2群の管弦
楽を生かした音響効果として、同じ性格の響きの律動や音高などを左右の群のそれぞれで変化させ、
異なるものとして同時に提示し、その時に生じるずれによって響きの輪郭をぼかしている特性を確
認した。
10、低音の用法
　この章では《NOVEMBER STEPS》における低音（バス）について考察しよう。西洋古典音楽に
おける低音の役割は、和声の響きを支える役割や保続音、または低声部の旋律を奏することが多い。
当然、管弦楽の中で低音の役割を担うのは低音楽器であるが、木管楽器においてはバスクラリネッ
ト、ファゴット、コントラファゴット、金管楽器においてはトロンボーン、チューバ、弦楽器にお
いてはチェロ、コントラバスが低音楽器に相当する。
　古典的な管弦楽法ではチェロが和声の低音を担い、コントラバスは 1オクターヴ下またはユニゾ
ンでチェロを補強することが多い。そして木管、金管の低音楽器もチェロやコントラバスとオクター
ヴ、あるいはユニゾンで音を補強していき、その結果、低音を土台とした重厚な音響が生み出され
ることになる。
　一方、《NOVEMBER STEPS》における低音の役割はどのようになっているだろうか。
《NOVEMBER STEPS》で用いられている低音楽器はトロンボーン、チェロ、コントラバスのみで
あるが、それぞれの楽器の役割を考察することにより、《NOVEMBER STEPS》における低音の役
割を検証しよう。
　トロンボーンにおいてはトランペットと共同してテクスチュアを形成することが多く、その主な
役割は断片的な短い和音の提示にあるようだ。例えば 5の段 30小節目 4拍目、9の段 54小節目 1拍目、
11の段 60小節目 1拍目からの響きに、その役割が認められよう。
　チェロは独立して和音を奏することの他にも、1、5、7の段に見られるようなヴィオラと共同し
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て和音を奏する役割や、ハーモニクスやト音記号の音を用いて中音域を補充する役割も見られる。
例えば、7の段 46小節目 3拍目からの、ト音記号の音域上での微分音を含みながら駆け上がる特
異なパッセージが印象的である。また、3の段では弦楽器全体で律動や音色が錯綜したテクスチュ
アが見られる。全体的に、特に 8、9の段においてコントラバスと共同で和音を奏する場面も見ら
れるが、チェロは低音楽器として低音を補強するというよりは、弦楽器群の一員として低音域から
中音域にかけての響きを彩る役割に比重が置かれているようである。
　最後にコントラバスであるが、1の段 4小節目 2拍目に見られるようなコントラバスのみ、また
は 12小節目 1拍目のようにチェロと共同して、低音域の和音を形成することが多い。1の段 21小
節目 1拍目からや、その他の部分は、ハーモニクス奏法による中音域の単音を奏することもある。
3の段ではチェロと同じく、弦楽器群全体で律動や音色が錯綜したテクスチュアが見られることに
加え、5の段 30小節目 2拍目からのように、低音を担う楽器本来の役割も見られる。また、曲の
最終小節 3拍目からも断片的な錯綜したテクスチュアが見られる。
　以上、低音楽器の役割について検証してきたが、楽曲全体においては低音楽器の奏する音が持
続せずに断片的に出現することが多く、控えめに用いられていた。そして、トロンボーン、チェロ、
コントラバスそれぞれの低音楽器は、低音を担う役割や、楽曲全体の和声の低音を補強する役割と
いうよりは、独立した小さい単位の楽器群として断片的な和音を奏することを主な役割としている
ことが明らかになった。このことにより、管弦楽の響きに重厚さや力強さが伴うことを退け、響き
の繊細さ、軽さ、浮遊感が強調され、その特性により 5つの音響タイプによる中高音域の響きの多
彩さが一層際立つものになると推察されよう。
11、結
　最後に《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における音楽的特性についてまとめよう。最初の特性と
して、《NOVEMBER STEPS》は 5つの音響タイプが主体となり、その響きが明滅しながら音響空
間を形成していく特性を確認した。音響タイプ 1（T1）は断片的な和音の明滅、音響タイプ 2（T2）
は細分化されたパートによる響きの推移、音響タイプ 3（T3）は律動や音色が錯綜した微細なポリ
フォニー、音響タイプ 4（T4）は金属打楽器群の不揃いな点描、音響タイプ 5（T5）は噪音を伴う
ハープの箏のような音響、というように 5つの音響タイプを分類し、《NOVEMBER STEPS》の各々
の段において、管弦楽の響きがどの音響タイプに該当するかを検証した。その結果、ほとんどの
響きが 5つの音響タイプのいずれかに属することが明らかになった。また、《NOVEMBER STEPS》
の響きの在り方においては、5つの音響タイプがオブジェ風に立ち上っては消えていく特性を有す
ることも指摘した。
　もう一つの重要な特性として、2群に分けられた管弦楽を生かした空間的な音響効果を挙げた。
特に弦楽器における同じ性格の響きの律動や音高などを、左右の群のそれぞれで変化させ、異なる
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ものとして同時に提示し、その時に生じるずれによって響きの輪郭をぼかしている特性を確認した。
　その他の特筆すべき特性として、低音使用の回避傾向を挙げた。楽曲全体においては低音楽器の
奏する音が断片的に出現することが多く、管弦楽に重厚さや力強さが伴うことを退けていた。その
結果、響きの繊細さ、軽さ、浮遊感が強調されることになり、その特性により 5つの音響タイプに
よる中高音域の響きの多彩さが一層際立つものになると推察した。
　以上、結論として、これら 3つの音楽的特性のうち、5つの音響タイプの明滅は響きの非発展性
を、空間配置はずれとぼかしによる曖昧性を、低音の回避は繊細さや浮遊感による弱質性を生み出
し、それら負の領域の属性が主体となることにより、《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における陰
性の音響空間が形成されるとした。
　《NOVEMBER STEPS》は 2つの独奏邦楽器と 2群の管弦楽のための協奏曲であり、日本の伝統
音楽と西洋の伝統音楽の 2つの音世界の出会い、あるいは相違を示した作品として知られ、その
解釈や捉え方には多様性がある。しかしながら、西洋音楽の作曲技法を用いつつも、それに追従
するのではなく、陰性に満たされた武満独自の音響空間が提示されていることに、《NOVEMBER 
STEPS》の管弦楽における一側面があるといえよう。 
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■譜例集■
〔譜例 T1–1〕
〔譜例 T1–2〕
〔譜例 T1–3〕
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〔譜例 T2–1〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔譜例 T2–2〕
〔譜例 T2–3〕
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〔譜例 T3–1〕
〔譜例 T3–2〕
〔譜例 T3–3〕
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〔譜例 T4–1〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔譜例 T4–2〕
〔譜例 T4–3〕
〔譜例 T5–1〕
〔譜例 T5–2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　〔譜例 T5–3〕
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Negative space in the orchestration and staging of Toru Takemitsu’s November Steps
Masato KIMURA　
　This paper examines the orchestral parts of Toru Takemitsu’s (1930–1996) November Steps (composed 
and premiered in 1967). It labels their sound shapes, filled with subtle, inchoate energy, as “negative acoustic 
spaces,” and clarifies the ways in which that space is structured. The study focuses particularly on analysis 
and discussion of the various sound textures achieved, and also touches upon the effects of the physical 
arrangement of the instruments into two groups, as well as the use of lower-register sounds.
　Analysis reveals that the work comprises eleven steps. In the first, five orchestral sound types can be 
identified: 1) “the flickering of fragmented chords”; 2) “sound transitions of segmented parts”; 3) “subtle 
polyphony with complicated rhythm and timbre”; 4) “the uneven stippling of metal percussion”; and 5) “koto-
like harp accompanied by unpitched sound." Nearly all tones throughout the composition manifest one of 
these five sound types. Further review identifies a characteristic of November Steps wherein these types 
emerge and disappear without development, as if they were physical objects.
　Examination of the effect of the orchestra’s spatial arrangement ̶ divided into two groups, left and right 
̶ follows, determining that each group presents tones with common characteristics in divergent rhythms and 
differing pitches, so that, when played at the same time, the discrepancies contribute to blurring their sonic 
outlines.
　The score also reveals that low-pitched instruments appear only sparingly and fragmentarily. This 
restrained use of bass helps emphasize subtlety or a floating feeling, making prominent the sonorous variety 
of the five sound types in middle and high registers.
　Ultimately, among the above musical characteristics in the orchestration of November Steps, the 
transitoriness of its five acoustic types effectively begets a non-developmental quality; the binary arrangement 
of the orchestra creates ambiguity via aural shifts and blurring; and the avoidance of low register pitches 
induces a sense of fragility stemming from the feelings of subtlety and floating. The “negative acoustic 
spaces” in November Steps are thus realized through sounds with such introverted attributes, presented as 
main elements of its orchestral parts.
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武満徹《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における陰性の音響空間
木村真人　
　本論の研究目的は武満徹（1930–1996）作曲《NOVEMBER STEPS》（1967年作曲、初演）の管弦
楽における音の形象を、負の領域の属性を主体とした「陰性の音響空間」として定め、《NOVEMBER 
STEPS》の管弦楽における音楽的特性を研究することにより、どのように陰性の音響空間が形成さ
れているかを明らかにしたものである。研究対象は管弦楽における音楽的特性に限定され、管弦楽
の音響のテクスチュア、すなわち響きの様々な形象の考察と分析を中心としている。また、2群の
楽器配置による効果や、低音の用法などについても触れている。
　最初に《NOVEMBER STEPS》の構成を 11の段に分けた上で、その 1の段において、管弦楽か
ら 5つの音響タイプを分類した。そして各々を、音響タイプ 1「断片的な和音の明滅」、音響タイ
プ 2「細分化されたパートによる響きの推移」、音響タイプ 3「律動や音色が錯綜した微細なポリフォ
ニー」、音響タイプ 4「金属打楽器群の不揃いな点描」、音響タイプ 5「噪音を伴うハープの箏のよ
うな音響」、とした。その分類をもとに分析を行った結果、全曲中のほとんどの管弦楽の響きが 5
つの音響タイプのいずれかに属することが明らかになった。また、《NOVEMBER STEPS》の響き
の在り方として、5つの音響タイプがオブジェ風に立ち上っては、発展せずに消えていく特性を有
することも指摘した。
　次に、2群に分けられた管弦楽の空間配置の効果について考察した結果、同じ性格の響きの律動
や音高などを左右の群のそれぞれで変化させ、異なるものとして同時に提示し、その時に生じるず
れによって響きの輪郭をぼかしている特性を確認した。
　また、低音楽器の役割については断片的に出現することが多く、控えめに用いられていることで
管弦楽に繊細さや浮遊感が強調され、その特性により 5つの音響タイプによる中高音域の響きの多
彩さが一層際立つものになると推察した。
　結論として、《NOVEMBER STEPS》の管弦楽における上記の音楽的特性のうち、5つの音響タ
イプの明滅は響きの非発展性を、空間配置はずれとぼかしによる曖昧性を、低音の回避は繊細さや
浮遊感による弱質性を生み出し、それら負の領域の属性が主体となることにより、《NOVEMBER 
STEPS》の管弦楽における陰性の音響空間が形成されるとした。
